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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

●
道
の
駅
は
造
る
の
か

　
　

計
画
は
継
続
す
る
の
か
。

　
　

具
体
的
に
決
ま
っ
て
い

な
い
が
重
点
道
の
駅
候
補
提

案
時
に
完
成
計
画
を
令
和
５

年
か
ら
８
年
へ
先
送
り
し
た
。

　
　

20
億
円
規
模
の
事
業
で

公
設
民
営
と
な
れ
ば
建
物
は

市
の
所
有
と
な
る
。
施
設
削

減
計
画
に
逆
行
す
る
の
で
は
。

　
　

建
設
は
難
し
い
面
が
あ

る
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

　
　

県
と
の
話
し
合
い
は
。

　
　

話
は
進
ん
で
い
な
い
。

●
指
定
避
難
所
は
適
正
か

　
　

体
育
館
は
避
難
所
と
し

て
万
全
で
は
な
い
の
で
は
。

　
　

水
害
で
は
、
１
階
や
低

い
部
分
は
支
障
が
あ
る
。

　
　

校
舎
の
方
が
適
切
で
は
。

　
　

今
回
、
15
校
を
開
け
た
。

　
　

校
舎
の
方
が
高
さ
、
エ

ア
コ
ン
、
洋
式
ト
イ
レ
が
揃

っ
て
い
る
。
よ
り
指
定
避
難

所
に
適
し
て
い
る
の
で
は
。

　
　

校
舎
の
方
が
良
い
面
も

あ
る
の
で
検
討
し
た
い
。

●
現
焼
却
場
の
解
体
費
用

　
　

現
施
設
を
使
用
す
る
本

市
と
鴻
巣
市
の
分
担
割
合
は
。

　
　

本
市
分
は
約
７
割
で
あ

る
。
現
施
設
の
建
て
替
え
で

あ
れ
ば
、
国
の
交
付
金
の
対

象
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。

●
見
沼
中
学
校
の
増
築
計
画

　
　

見
沼
中
に
は
教
室
が
14

室
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
増
設
す
る
計
画
か
。

　
　

現
在
検
討
中
で
結
論
が

出
て
い
な
い
。　

　
　

結
論
が
出
て
い
な
い
段

階
な
の
に
設
計
委
託
す
る
の

か
。
10
年
後
に
は
全
く
別
の

場
所
に
新
校
舎
建
設
の
計
画

も
あ
り
無
駄
に
な
る
の
で
は
。

保
護
者
の
望
み
は
、
せ
め
て

ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る
規
模

と
な
る
よ
う
学
校
を
統
合
す

る
こ
と
で
、
義
務
教
育
学
校

の
新
設
や
、
小
中
の
施
設
を

一
緒
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
が
学
力
向
上
に

つ
な
が
る
と
い
う
証
左
も
な

い
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　

義
務
教
育
学
校
が
学
力

向
上
に
な
る
と
は
思
わ
な
い
。

　
　

ど
う
し
て
防
犯
灯
の
電

気
使
用
料
を
90
％
補
助
で
は

な
く
、
全
額
市
の
負
担
に
し

な
い
の
か
。
ま
た
、
街
路
灯

の
電
気
使
用
料
を
80
％
ま
で

の
補
助
で
は
な
く
、
全
額
市

の
負
担
に
し
な
い
の
か
。

　
　

防
犯
灯
は
、
自
治
会
が

設
置
及
び
管
理
を
し
て
い
る
。

補
助
率
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
適
宜
行
う
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
商
店
街
の
街
路
灯
電

気
使
用
料
は
、
13
の
商
店
街

街
路
灯
管
理
団
体
に
対
し
、

市
か
ら
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

当
初
、
商
工
業
振
興
を
目
的

と
し
て
開
始
し
た
が
、
夜
間

に
お
け
る
市
民
の
安
全
や
生

活
環
境
を
守
る
役
割
も
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
費
用
負
担

の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　

埼
玉
県
内
に
お
け
る
防

犯
灯
の
維
持
管
理
状
況
に
つ

い
て
、
自
治
会
と
市
で
は
、

ど
の
よ
う
な
割
合
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

平
成
29
年
度
の
調
査
で

は
、
電
気
料
を
市
町
村
が
全

額
負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

63
％
、
自
治
会
へ
補
助
す
る

形
が
35
％
、
自
治
会
が
全
て

負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

自
治
会
の
維
持
管
理
の

も
と
全
額
を
補
助
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
時
期
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

防
犯
灯
に
関
し
て
は
実

行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

理
解
し
て
よ
い
か
。

　
　

電
気
料
に
つ
い
て
は
、

全
額
補
助
す
る
方
向
で
積
極

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
設
置
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
精
査
し
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
指
定
管
理
者
制
度
（
古
代

蓮
の
里
）
に
つ
い
て

〇
災
害
時
対
応
に
つ
い
て 

●
水
道
事
業
の
災
害
時
の
事

前
対
策
等
に
つ
い
て

　
　

水
道
施
設
の
機
能
が
停

止
し
た
場
合
、
市
民
へ
給
水

で
き
る
量
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　
　

市
民
約
８
万
人
に
対
し

て
、
１
週
間
必
要
と
さ
れ
る

一
人
当
た
り
約
89
リ
ッ
ト
ル

を
確
保
し
て
い
る
。

　
　

災
害
時
の
行
政
や
民
間

と
の
応
援
体
制
は
整
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

近
隣
市
や
複
数
の
自
治

体
と
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
ほ
か
、
日
本
水
道

協
会
が
中
心
と
な
り
、
水
道

事
業
者
と
災
害
発
生
時
の
広

域
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
管

路
等
の
復
旧
は
、
行
田
市
水

道
工
事
業
協
同
組
合
と
、
ま

た
、
資
材
等
の
調
達
は
、
市

内
に
物
流
セ
ン
タ
ー
を
構
え

る
㈱
川
西
水
道
機
器
と
災
害

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

●
下
水
道
事
業
の
災
害
時
の

事
前
対
策
等
に
つ
い
て

　
　

下
水
道
施
設
の
機
能
が

停
電
等
で
停
止
し
た
場
合
の

備
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

各
ポ
ン
プ
場
に
自
家
発

電
設
備
が
あ
る
。
ま
た
、「
災

害
時
に
お
け
る
埼
玉
県
内
の

下
水
道
管
路
施
設
の
復
旧
支

援
協
力
に
関
す
る
協
定
」
な

ど
の
災
害
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。

　
　

浸
水
を
想
定
し
た
下
水

道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
（
業
務
継
続

計
画
）
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
定
め
て
い

な
い
が
、
国
で
は
、
各
地
で

頻
発
す
る
災
害
等
か
ら
、
そ

の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
国
の
状

況
を
踏
ま
え
て
策
定
し
て
い

き
た
い
。　

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
公
共
工
事
の
平
準
化
に
つ

い
て
（
債
務
負
担
行
為
の
設

定
、
ゼ
ロ
市
債
の
活
用
、
速

や
か
な
繰
越
手
続
き
）

〇
行
政
主
導
の
予
防
医
療
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
（
健
康

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
推
進
）

本
市
の
公
共
施
設
は
経
済

性
と
防
災
面
で
適
切
か

細
谷 

美
恵
子
（
発
言
と
行
動
す
る
会
）

防
犯
灯
・
街
路
灯
の
維
持
管

理
と
費
用
負
担
に
つ
い
て

福 

島 

智 

雄
（
改
革
・
創
生
の
会
）

豪
雨
災
害
に
対
す
る
水
道
事
業
と

下
水
道
事
業
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

木 

村
　 

博
（
公
明
党
）
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